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単語 出現数 単語 出現数 単語 出現数
子ども 34 サービス 3 作れる 2
相談 29 センター 3 参観 2
保育 23 延長 3 姿 2
子育て 19 家 3 子 2
場 13 給食 3 児童 2
場所 13 行事 3 時短 2
支援 12 資金 3 自分 2
育児 11 自然 3 自由 2
時間 9 充実 3 手厚い 2
ママ 8 親子 3 受ける 2
同士 8 生活 3 集まり 2
環境 7 相手 3 集まれる 2
施設 7 体験 3 紹介 2
病 7 対応 3 身近 2
安心 6 知識 3 整備 2
交流 6 発達 3 先生 2
情報 6 夫婦 3 先輩 2
信頼 6 雰囲気 3 窓口 2
人 6 方法 3 息抜き 2
悩み 6 遊ぶ 3 存在 2
聞く 6 利用 3 知る 2
遊べる 6 両立 3 知れる 2
食 5 たより 2 地域 2
親 5 アレルギー 2 定期 2
保護 5 イベント 2 土曜 2
遊び場 5 オムツ 2 働く 2
話 5 スクール 2 病気 2
サポート 4 ストレス 2 負担 2
安全 4 セミナー 2 保育園 2
医療 4 リフレッシュ 2 補助 2
家事 4 安い 2 友 2
関わり 4 育 2 理解 2
関係 4 一貫 2 離乳食 2
休暇 4 一時 2 連絡 2
協力 4 園 2 話す 2
健康 4 援助 2 お下がり 1
考える 4 会 2 ささい 1
参加 4 絵本 2 それぞれ 1
仕事 4 楽しめる 2 やり方 1
代行 4 機関 2 アドバイス 1
提供 4 気 2 サイト 1
父親 4 気軽 2 サロン 1
母親 4 共感 2 スペース 1
無償 4 共有 2 ダイヤル 1
無料 4 勤務 2 バス 1
遊び 4 近い 2 パパ 1
預かる 4 見る 2 マップ 1
預ける 4 向き合う 2 メール 1
お金 3 講演 2 ヨガ 1





順位 単語 出現数 出現率 順位 単語 出現数 出現率
1 保育 24 3.34 1 子ども 34 3.96
2 子ども 23 3.20 2 相談 29 3.38
3 支援 22 3.06 3 場 26 3.03
4 場 21 2.92 4 保育 23 2.68
5 経済 12 1.67 5 子育て 19 2.21
6 子育て、預ける 10 1.39 6 遊べる 13 1.51
7 同士、離乳食 9 1.25 7 支援、母親、預ける 12 1.40
8 延長、時間、相談、保護 8 1.11 8 育児 11 1.28
9 親、早朝 7 0.97 9 時間 9 1.05
10 育児、園、家、見る、
施設、悩み、来る、食
6 0.83 10 同士、無償 8 0.93
11 サービス、一緒、広場 5 0.70 11 環境、施設、病 7 0.81
12 イベント、カフェ、トイレトレーニン
グ、援助、作り方、地域、提供



































 特徴として、2019 年度学生においては「相談」「遊べる」が 2018 年度学生より多
2018年で1％以上多い 2018年で0.5％以上多い 2018年のみで出現
支援 保護、延長
経済、離乳食、早朝、園、見る、来る、一緒、広場、
イベント、カフェ、トイレトレーニング、援助、作り方、地域、
お願い、お迎え、家庭、確保、気軽、金銭、講座、児童、
2019年で1％以上多い 2019年で0.5％以上多い 2019年のみで出現
相談、遊べる 子育て
母親、無償、病、安心、交流、情報、信頼、人、聞く、遊び場、話、サポート、
安全、医療、家事、関わり、関係、休暇、協力、健康、考える、仕事、代行、お金、
たくさん、センター、延長、家、給食、行事、資金、自然、充実、親子、
生活、相手、体験、対応、知識、発達、夫婦、雰囲気、方法、利用、両立
　回答者数が１０名程度異なるため、各単語の出現数には違いはあるものの、もっとも
多く出現したものでも全体の４％にも満たない点は、年度間で共通している。また、
同じ３件と区切ったところ、その出現率も年度間でほぼ同様の結果となっている。一
方で、人数が多いことに由来するのか、下位の方の単語は、人数が多い今年度の方が
より多様に出現している。
　つづいて、これらの表２の中で、年度間の違いが見られたものをまとめたのが表３
である。表上段は２０１８年度に特徴的なもの、下段は２０１９年度に特徴的なものである。
また、左列は一方の年度で１％以上多く出現したもの、中列は一方の年度で０．５以上
１％未満で多く出現したもの、右列が各年度でのみ見られたものである。
　特徴として、２０１９年度学生においては「相談」「遊べる」が２０１８年度学生より多く
出現している。共起ネットワークの分析と合わせると、「母親の悩み相談」「子どもの
遊び場」に対するニーズが、今年度が学生では高く見積もられている。一方、２０１８年
度学生の方で多く出現したのは「支援」であるが、これは問いの前提となるものであ
り、具体的なものとは言えない。この点は、２０１８年度「保護」や、２０１９年度学生の「子
育て」についても同様である。２０１８年度学生で多く出現したもので特徴的なのが、「延
長」である。延長保育を想起させる単語であり、２０１９年度学生が想定したような、子
育て支援のための「特定の場所」というよりも、日常の保育の中での子育て支援を想
起していたと推測される。
　各年度のみで出現した特徴的な単語として、２０１８年度の「早朝」が挙げられる。こ
れは「早朝保育」としたものであり、上述した「延長」と対になるものであると推測
される。すなわち、こちらも延長保育も日常の保育の場において行われる子育て支援
である。一方２０１９年度のみで出現した単語として特徴的なものは、「病」がある。こ
ちらは先述したとおり「病児保育」を指すものであり、２０１８年度の「早朝保育」「延
長保育」と違い、開設している場所の少ない特殊な保育ニーズと言える。そして、こ
のような特殊なニーズがあることへの学生の認識が、２０１９年の場合見られたことにな
る。
　加えて、２０１８年度に特徴的だったのが、「経済」という単語が多く出現しているこ
とである。経済支援、より具体的には児童手当を想起させるものである。この支援主
体は、これまで出てこなかった「行政」であり、ユニークな傾向である。
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考察
　本研究の目的は、保育者養成校４年生を対象に、学生の考える「保護者が求める子
育て支援」の調査を行い、年度間比較を行うことで学生の傾向・安定性を探り、学生
に「保育者による子育て支援」教育を行うための基礎資料を得ることにあった。
　その結果、全体としては年度間で類似した単語が、類似した頻度で出現する傾向が
あり、学生の考えは、年度間である程度安定したものであることが確認された。
　一方で、違いも見られた。２０１８年度学生の回答の特徴としては、経済支援といった
行政サービスが多く出現したこと、延長保育・早朝保育といった、日常の保育の場で
の子育て支援サービスが多く出現したことが挙げられる。また、これらはどちらかと
言えば「あると助かる」支援と言える。一方、２０１９年度学生の回答の特徴としては、
「母親の悩み相談」「病児保育」といったように、「ないと困る」支援と言える。子育
て支援自体は、どちらが正しいというわけではなく、どちらも必要なものではある。
子育て支援は悩んでいる人しか受けられないものではないし、予防の観点からも、「あ
ると助かる」段階で支援をしておいた方が望ましい。そのような意味で、学生を指導
するにあたっても、その学年の傾向を最初の段階で把握し、その傾向に応じた教育内
容を意識することが重要となる。
　最後に、学生の傾向の違いは何に由来するのかについて、考察を行うことを通して、
学生への教育への示唆を得たい。まず、傾向の原因の１つとして考えられるのが、大
学での教育の影響もさることながら、今年度の世相の反映ということである。今年度
は６月にカネカ転勤問題に端を発して、その他の企業でも単身赴任問題やそれに伴う
ワンオペ育児問題がニュースとして多く取り上げられた。さらに、ワンオペ育児の中
での児童虐待死や国家公務員男性の育児休業取得の義務化など、子育てに関する
ニュースが複数紹介されていた。このようなことを、学生が耳にしていた可能性は大
きく、それが今回の調査の結果にも反映されていた可能性がある。したがって、学生
の傾向を把握し、その傾向を踏まえた教育を行うにあたり、話題になったニュースを
取り上げ、そのニュースが子育て支援全体の中でどのように位置づくかを教員が解説
したり、学生自身が考えるきっかけを作ったりする。この作業により、学生自身が目
を向けていなかった、より多様な子育て支援にも注目が向かい、結果として、保育者
として行うべき子育て支援、そしてそのために学生の間に行うべきこと、身につける
べきことが際立っていくことが期待される。
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